














 

 現在の医療を取り巻く環境が,医療を提供する吾々の意志,能力とは関係なし

に新たな社会通念を生みつつあり,又個人開業医の能力では専門分化の益々進

んでいる現在の医療に対して,技術の進歩,設備等において自ら限界があると思

われる。これらの事を考える時,グループ診療必要論の絶対性が理解されるもの

と考えられる。この観点より吾々川崎市産科婦人科医会においてもグループ診

療制度を採用するに至った。 


